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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や所得・雇用環境の改善に支えられ、緩やかな回復

基調で推移しました。しかしながら、米国の政策動向や世界的な地政学的リスクの高まりなどにより、景気の先行

きは依然として不透明な状況となっております。 

 当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）が属するステンレス鋼線業界では、自動車関連の需要が

好調であったため、業界出荷数量は、前年同期比増加となりました。また、ＬＭＥニッケル価格は緩やかな上昇と

なりました。 

 このような状況の中、当社グループでは、連結経常利益40億円以上、連結経常利益率（ＲＯＳ）10％以上などを

経営目標とする『第13次中期計画（ＳＲ17）』（最終年度平成30年３月期）の達成に向け、収益の一段の向上に鋭

意取り組んでまいりました。 

 主力のステンレス鋼線部門では、建材関連需要はやや低調に推移しましたが、自動車関連需要が好調であったこ

となどにより販売数量が前年同期に比べ増加したこと、加えてニッケル価格変動に伴う販売価格引き上げ効果もあ

り、売上高は前年同期比21.8％の増収となりました。 

 金属繊維部門では、ナスロンフィルターは、ポリエステルフィルム向けに加え、化合繊維向けが堅調に推移した

ため増収となりました。また、超精密ガスフィルター(ナスクリーン)も韓国や台湾での半導体メーカーを中心とし

た設備投資が引き続き好調に推移したため増収となりました。その結果、金属繊維部門の売上高は前年同期比

22.1％の増収となりました。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比21.8％増収の186億６百万円となりました。損

益につきましては、高機能・独自製品が好調に推移したことに加え、販売数量の増加に伴う工場操業度の改善など

により営業利益22億16百万円（前年同期比107.3％増）、経常利益22億１百万円（同107.0％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益15億43百万円（同102.2％増）と前年同期比大幅増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、398億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億28百万円増加い

たしました。流動資産は267億４百万円となり、17億17百万円増加いたしました。主な要因は受取手形及び売掛金

の増加（８億89百万円）などです。固定資産は131億31百万円となり、８億10百万円増加いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、123億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億48百万円増加

いたしました。流動負債は76億42百万円となり、11億66百万円増加いたしました。主な要因は支払手形及び買掛金

の増加（５億６百万円）などです。固定負債は46億75百万円となり、１億17百万円減少いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、275億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億79百万円増

加いたしました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は128億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ６

億10百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ１億81百万円増加し、18億38百万円の収入となりまし

た。これは、主に税金等調整前四半期純利益の増加などによるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ１億83百万円支出が増加しました。主な要因は、有形固

定資産の取得による支出が増加したことなどによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ39百万円支出が増加しました。主な要因は、借入金の減

少などによるものです。

 

- 2 -

日本精線㈱（5659）平成30年３月期　第２四半期決算短信



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年７月26日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成29年10月

30日）別途公表いたしました「業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,311 12,924 

受取手形及び売掛金 7,181 8,070 

商品及び製品 1,427 1,616 

仕掛品 2,507 2,604 

原材料及び貯蔵品 1,194 1,068 

繰延税金資産 247 257 

その他 116 162 

流動資産合計 24,986 26,704 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,505 3,536 

機械装置及び運搬具（純額） 4,351 4,479 

土地 1,573 1,577 

リース資産（純額） 2 2 

建設仮勘定 77 687 

その他（純額） 300 327 

有形固定資産合計 9,812 10,609 

無形固定資産 380 376 

投資その他の資産 2,128 2,145 

固定資産合計 12,321 13,131 

資産合計 37,307 39,835 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,097 4,603 

短期借入金 611 520 

未払法人税等 622 765 

賞与引当金 561 591 

役員賞与引当金 30 － 

その他 552 1,160 

流動負債合計 6,475 7,642 

固定負債    

長期借入金 570 430 

リース債務 2 2 

役員退職慰労引当金 103 36 

環境対策引当金 47 47 

退職給付に係る負債 4,069 4,159 

固定負債合計 4,793 4,675 

負債合計 11,268 12,317 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,000 5,000 

資本剰余金 5,442 5,442 

利益剰余金 16,579 17,923 

自己株式 △844 △845 

株主資本合計 26,177 27,520 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 52 64 

繰延ヘッジ損益 0 － 

為替換算調整勘定 △67 8 

退職給付に係る調整累計額 △327 △283 

その他の包括利益累計額合計 △342 △211 

非支配株主持分 203 209 

純資産合計 26,038 27,518 

負債純資産合計 37,307 39,835 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 15,274 18,606 

売上原価 12,746 14,861 

売上総利益 2,527 3,745 

販売費及び一般管理費 1,458 1,529 

営業利益 1,069 2,216 

営業外収益    

受取利息 2 2 

受取配当金 8 6 

仕入割引 8 9 

受取補償金 － 15 

為替差益 － 8 

その他 4 3 

営業外収益合計 23 47 

営業外費用    

支払利息 4 5 

売上割引 8 9 

支払補償費 4 22 

固定資産除却損 2 21 

為替差損 7 － 

その他 2 4 

営業外費用合計 29 62 

経常利益 1,063 2,201 

特別利益    

固定資産売却益 1 0 

投資有価証券売却益 42 － 

特別利益合計 43 0 

特別損失    

ゴルフ会員権評価損 0 － 

特別損失合計 0 － 

税金等調整前四半期純利益 1,106 2,201 

法人税、住民税及び事業税 375 688 

法人税等調整額 △33 △33 

法人税等合計 342 655 

四半期純利益 764 1,546 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 763 1,543 

 

- 6 -

日本精線㈱（5659）平成30年３月期　第２四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 764 1,546 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1 11 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 △221 78 

退職給付に係る調整額 42 43 

その他の包括利益合計 △180 133 

四半期包括利益 583 1,679 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 602 1,673 

非支配株主に係る四半期包括利益 △19 5 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,106 2,201 

減価償却費 586 488 

ゴルフ会員権評価損 0 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △42 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 135 151 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △39 △67 

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 28 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30 △30 

受取利息及び受取配当金 △10 △9 

支払利息 4 5 

為替差損益（△は益） 20 △7 

固定資産売却損益（△は益） △1 △0 

有形固定資産除却損 2 21 

売上債権の増減額（△は増加） 178 △879 

前受金の増減額（△は減少） 9 2 

たな卸資産の増減額（△は増加） 143 △140 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △47 △43 

仕入債務の増減額（△は減少） 23 493 

未払消費税等の増減額（△は減少） △156 109 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 31 24 

その他 △0 1 

小計 1,926 2,351 

利息及び配当金の受取額 10 9 

利息の支払額 △4 △6 

法人税等の支払額 △275 △516 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,656 1,838 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △0 △0 

有形固定資産の取得による支出 △646 △792 

有形固定資産の売却による収入 1 0 

無形固定資産の取得による支出 △57 △31 

投資有価証券の売却による収入 49 － 

その他 11 △1 

投資活動によるキャッシュ・フロー △641 △825 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △99 

長期借入金の返済による支出 △173 △140 

リース債務の返済による支出 △0 △0 

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △1 

配当金の支払額 △183 △199 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△42 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △400 △440 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △86 37 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 528 610 

現金及び現金同等物の期首残高 9,592 12,231 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,120 12,842 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

 （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

  従来、当社は有形固定資産の減価償却方法については、主として定率法を採用しておりましたが、第１四半期連 

 結会計期間より定額法に変更しております。 

  この変更は、親会社である大同特殊鋼株式会社グループの事業領域がグローバルに拡大する中、事業戦略立案及 

 び事業性評価の観点からグループ内の減価償却方法の統一が検討されたため、また、当社グループの最適生産体制 

 構築の検討を契機に、保有する有形固定資産の使用実態を調査した結果、一定期間安定的に使用される資産が大部 

 分を占めており、今後も長期にわたり安定的な稼働が見込まれることから、定額法がより経営の実態を適切に表し 

 ていると判断したために行ったものであります。 

  これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等 

 調整前四半期純利益はそれぞれ96百万円増加しております。
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